令和６年度第２回周南市立学校給食センター運営審議会　議事録
１日時　令和７年２月１９日(水)　１３時３０分～１４時40分
２場所　周南市役所２階交流室1
３出席者　　委　員:13名、 事務局:学校給食課職員５名
４議事録
事務局　
本日はご多忙の中、令和6年度　第2回「周南市立学校給食センター運営審議会」にご出席をいただき、誠にありがとうございます。

定刻となりましたので、ただ今から運営審議会を開会いたします。
本日、進行役を務めます学校給食課の末次と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

会議に先立ちまして、学校給食課長の河村から、一言、ご挨拶を申し上げます。

　
　学校給食課長　
(挨拶) 本日はお忙しい中、当運営審議会にご出席をいただき、誠にありがとうございます。また、平素から学校給食の運営につきまして、皆様のあたたかいご支援・ご協力をいただいておりますことに、心からお礼申し上げます。

さて、学校給食は、「食」を通して子どもたちに感謝の心や、食べ物を大切にする心を育てていくとともに、食に対する正しい知識を身につけていただく教育の一環でございます。こうした観点から、身近な自然の恩恵や人々の勤労への感謝の気持ちを育むよう、本市では、毎月1回、地元や県内産の野菜類や魚介類を献立に取り入れる地産地消に積極的に取り組むとともに、地域ならではの郷土料理や外国の食文化に触れることのできるメニューや、児童生徒が考案した野菜メニューコンクールの受賞作品を給食として提供するなど、創意工夫した献立により、充実した学校給食となるよう努力しているところでございます。本日の運営審議会においては、安心安全でおいしい学校給食を提供するために物資納入業者の登録に関することや学校給食事業の概要、防災給食に関わることについてご報告をさせていただきます。委員の皆さまにおかれましては、よりよい学校給食になるように、積極的にご意見をお寄せいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

事務局
最初に、定足数のご報告を致します。

本日の会議は、委員19名中11名のご出席をいただいております。
従いまして、本日の会議は、当審議会規則第６条第２項の規定に基づき、会議が成立しておりますことを報告させていただきます。
(直後に、委員2名が出席され、出席委員は１３名)
それでは、本日の議事に入ります。これから先の議事進行は、会議の主宰者である会長にお願いしたいと思います。板垣会長どうぞよろしくお願いいたします。

会　長　
会長の板垣です。次第に沿って会議を進めて参ります。皆様にはご協力をお願いします。
それでは、さっそく3の議題に入ります。
令和6・7年度 周南市立学校給食センター 物資納入業者名簿への登録について、事務局から説明して下さい。
事務局　
それでは、議題「令和6・7年度周南市立学校給食センター物資納入業者名簿の追加登録について」ご説明します。お配りした資料『周南市が発注する学校給食用物資納入業者の登録に関する要綱』及び資料１の『令和6・7年度周南市立学校給食センター物資納入業者名簿』をお願いします。
学校給食センター物資納入業者の登録につきましては、納入していただく食材の安全性や品質はもとより、公平・公正な登録機会の確保や、手続きの透明性を維持するため、『周南市が発注する学校給食用物資納入業者の登録に関する要綱』に基づき事務を進めることとしております。
今期は、要綱の第4条に基づき、２年度に１度の公募を実施することになっておりましたので、令和６年１２月号の市公報で募集の告知を行いまして、募集期間を１月6日～１月２７日として新規の受付を行いましたが、新規の応募業者は、ありませんでした。なお、新規の応募はございませんでしたが、補足いたしますと資料1でお示ししております現行の登録業者において順調・円満に滞り無く給食用物資の納入をしていただいております。

以上で議題の説明を終わります。
会　長
只今の説明に関して、ご質問・ご意見等はございますか？
それでは、議題の令和6・7年度 周南市立学校給食センター物資納入業者名簿への登録について、このたびは新規の応募業者はなかったこと、現状においては現在の登録業者で十分に対応できている旨の説明がありましたが
皆様から何かありますか　
( 無し )
それでは、議題　令和6・7年度周南市立学校給食センター物資納入業者名簿への登録ですが、このたびは追加登録は無しとさせていただきます。
次に、4報告に移らせていただきます。
それでは、周南市学校給食事業の概要について、事務局から説明をして下さい。
事務局
続きまして、報告の学校給食事業の概要についてご説明します。

本日は、内容としまして、学校給食の基本方針、異物混入の防止と対応、給食費の納付の対応、それからアレルギー対応という点についてご説明いたします。資料2をご覧いただけますでしょうか、１枚目は、令和６年度周南市の「教育事業概要」に掲載しております学校給食課の頁です。

まず基本方針でございますが、徹底した衛生管理のもと、健康の増進や体位の向上など児童生徒の心身の健全な発達に資する安心・安全でおいしい学校給食の提供に務め、学校給食を生きた教材として活用し、食育の推進を図ることを旨としております。

次いで２で、周南市教育の根幹である教育大綱に基づく対象施策と重点事業として、信頼と期待に応える教育環境の充実・整備を行うこととし、安心安全な学校給食を提供することをお約束しております。

そこで、先ず、学校給食管理運営事業ですが、全体像を申しますと、表に掲げておりますとおり市内には６か所の学校給食センターがございまして、市内の全小中学校40校を対象に１日当り１万1千食の給食を調理・配送しておりまして、また食後には食器・食缶等を回収して洗浄保管をしております。なお、新南陽センターは、他の委託方式とは異なりPFI方式により運営しておりますのでその説明を記載しております。

続いて１枚めくっていただき、①の異物混入の防止と対応でございますが、　この異物混入は、私共が特に頭を悩ませている問題でございます。

異物の混入経路は主に３つありまして、１つめが、食材の製造過程での混入です例えばパン生地の中に毛髪が落ちてしまい気づかずにそのまま生地を練って焼き上げてしまった例や、豆腐を作る際の豆乳の中に洗浄用のスポンジの繊維が落ちており、そのまま固めてしまい豆腐となったといったケースもございました。２つ目は学校給食センターにおける調理過程での混入です。これは、従業員の毛髪や着衣についた埃などが混入するなどのケースがあります。

３つめは学校現場です。これは配膳の際や、食事中にも起こり得るもので、児童生徒の毛髪が混じったり、小さな昆虫が飛来して混入するケースなどがあります　

これまでは、幸いにしてほとんどの場合が口に入れる前に発見されておりますし、健康被害を及ぼすようなものはございませんでした。問題は、いずれにいたしましてもこうした異物混入は、せっかくの給食を台無しにしてしまい、児童生徒の適正な栄養摂取を妨げますとともに、食材の大量廃棄にもつながってしまいます。

　このため、学校給食課では各学校給食センター長を通じて未然防止に努めるとともに、食品会社に対しても注意を呼び掛けております。万一発生した場合には、即時の状況把握・情報共有に努め、再発防止を徹底しております。

なお、金属片や病原菌などで、健康被害の恐れがあると判断される重篤な案件については、迅速、かつ正確に保護者の皆さまへ文書連絡をすることとしておりますし、マスコミ等を通じて、事実、原因、再発防止対策などを市民の皆さまへも公表することとしております。今年度におきましては、現在までのところ、健康被害の恐れがあるような重篤な案件は発生しておりません。

次に、②学校給食費の納付対応についてご説明します。

学校給食費は、ご案内のとおり食材の購入費用であり、おいしく栄養のある献立作りの基礎となる貴重な財源です。下の表は、昨年度、令和５年度の決算の金額をお示ししております。表の右上になりますが、本来お納めいただくべき金額調停額５億２千６百７６万６千６６５円に対して、お納めいただいたのは、５億２千３百４３万４６５円で、３百３十３万６千２百円の未納額がございました

本課としましては、公平・平等にルールどおり保護者の皆様にきちんとお納めいただかなければなりませんことから、滞納されている方には催告書を送付したり、直接家庭を訪問して納付をお願いするなどの対応をとっております。
なお、民法上、滞納された給食費にも時効がございますので、そうならないよう、時効までのできるだけ早い時期に保護者と折衝し、対応するように努めております。

次に、③アレルギー対応食の提供についてご説明いたします。本市では、卵・乳製品の食物アレルギーをお持ちの児童・生徒が、他の児童・生徒と一緒に学校給食を食べられるよう、専用の容器を使って、除去食の提供を行っております。

　実施しているセンターは、栗屋、住吉、高尾、熊毛、新南陽の５センターで、本年１月現在、５センター管内の３８校中１７校の、４４名の児童・生徒に除去食を提供しております。実施内訳については、資料のとおりとなっております。

　昨今では食物アレルギーの児童生徒も多数おられますが、児童生徒個々の事情を確認するとともに、詳細献立表によって、より詳しい食材の使用状況や、成分の情報等を保護者にお伝えするとともに、アレルギー食についても引き続き児童生徒の安心安全を最優先に、細心の注意を払いながら、実施していきたいと考えております。
最後に、④防災給食提供事業についてご説明いたします。

　本事業では、児童生徒に「非常時の食」に関する理解を深めて防災意識の向上を図るとともに、常日頃の学校給食への感謝の気持ちの醸成につなげていくことを目的として実施しております。実施内容としては、学校給食センターの不測の事態や大規模災害などに備えて備蓄用非常食をストックしておりますが、使用する機会がなかった場合は、賞味期限を考慮しながら年度末の３月１１日頃を目途に、これらを活用した給食を提供します。

令和６年度は、２月下旬に栗屋・熊毛・鹿野学校給食センター管内の小中学校１６校の給食にて、備蓄用非常食のカレーを提供予定です。

現在、備蓄している学校給食用の非常食は、約１３，０００食分あります。普段から備えておき、賞味期限を考えて学校給食で提供し、提供した分を購入して補充するローリングストックの方法により、常に一定量の非常食が備蓄されている状態を保っています。

また、備蓄しているのは、シチュー、カレー、五目御飯、ケチャップライスの４種類です。非常食の選定基準としては、学校給食で提供しやすいかどうかという点です。

具体的には、アレルギー対応ができていることや、水やお湯を入れて一定時間待たなくてもそのまま食べられること、低年齢の子どもたちが食べやすいこと、パンにもご飯にも合うものであることなどを重視し、栄養教諭と一緒になって選んでおります。

　引き続き、非常時でも安心安全な給食を提供ができるよう対応していきたいと思います。以上、学校給食の概要について、給食費の状況、安心安全対策としての、異物混入やアレルギー対応、防災給食提供事業についてご説明いたしました。

本日は少しではありますが、備蓄用非常食のうち「五目ご飯」と「ケチャップライス」を委員の皆様にご賞味していただきましてご意見ご感想等をいただければと思います。

　なお、本日は昼食後の間もない時間帯で恐縮ですが、ぜひお口にされてみてください。
実際に防災給食の試食
※事務局が各委員の席に防災給食を配膳
　委員喫食
会　長
皆様よろしいでしょうか。
防災給食を試食されての感想やご意見、学校給食事業に関するご質問等があればお願いします。
質　問このレトルトパックに、喫食用のプラスチックスプーンが付いているのですか。
回　答付いています。今回ご用意したスプーンは付属の物です。

質　問パッケージ１袋が１人分なのですか。
回　答一人分の量です。袋が独立していて倒れないようになっておりお皿の代わりになります
質　問このレトルトパックは一ついくらぐらいですか。
回　答　市販価格では約４００円程度です。

質　問防災給食の場合給食費は変わらないのか。
回　答保護者の方にご負担いただく給食費は変わりません。
質　問カレーなどのおかずを提供する場合は、パンやご飯は別なのか。
回　答主食があって、おかず(副食)の提供がむつかしい場合はカレーなどのおかずの非常食を提供します。逆に副食があって主食が無い場合は、今回のようにケチャップライスや五目ご飯を提供します。
k
質　問　これらの備蓄用非常食はどこで保管していますか。
回　答市役所本庁舎の保管庫で保存していますが、一部は新南陽・熊毛・鹿野の各学校給食センターでも保管しています。

意　見　賞味期限が5年以上で７年程度とのことであるが、保管庫の隅で眠ってしまい賞味期限切れになって、捨ててしまうなどの無駄が無いように注意していただきたい。
それでは次に５その他　審議会委員の任期について、事務局から説明して下さい。
事務局
それでは５その他、周南市立学校給食センター運営審議会委員の皆様の任期についてご説明をさせていただきます。お配りしております委員名簿にも掲載しておりますとおり、委員皆様の任期は、本年度末の令和７年3月３１日までになっております。
さて、本審議会の役割ですが、本審議会は周南市教育委員会の付属機関でございまして、その役割は規則の第２条第1号、第2号にそれぞれ定めております通り、「給食費の額の決定に関すること」、及び、「給食物資の購入計画に関すること」でございます。

ご承知のとおり社会経済情勢の大きな変動の中で、学校給食を取り巻く諸物価の上下動は非常に大きく、給食費の決定や、物資の購入等は、非常に繊細で重要な問題となっております。こうした社会背景を踏まえますと、事務局といたしましては、令和６年４月の給食費の金額の改定決定についてご審議ご決定ををいただきました皆様に規則第4の但し書きに基づきまして、継続していただくことが望ましいと思い、再任をお願いしたいと考えております。

　なお、正式な就任依頼文は別途後日郵送させていただきます。

会　長
　委員の任期が3月末に切れることについて、事務局から説明がありました。
規則の第4条但し書きには、「再任は妨げない」との規定がありますことから、再任をお願いしたいとの依頼が事務局からございました。
後日、正式な依頼文等の送付があると思いますが、
委員就任に関しては、個人個人の都合もありましょうし、所属団体との調整などもありましょうから、ご都合の連絡等については、それぞれが事務局・学校給食課と直接やりとりをしていただければと思います。

事務局も、各人の都合に応じた対応をしてください。
よろしいでしょうか。
(はい)
以上で本日の予定は全て終了いたしました。
これで議長の役を終えさせていただきます。ご協力ありがとうございました。
事務局　
本日は、熱心なご審議、ありがとうございました。板垣会長、お疲れ様でした。
以上で令和6年度第２回「周南市立学校給食センター運営審議会」を終了いたします。
皆様、ありがとうございました。
